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はじめに

　第1報において既に述べたように，わ塵われは幼児を

持つ父親がどのような子ども窺をもって育児を行なって

いるのか，また父親の社会的背景浮子ξも観や育児の実

践に影響を及ぼしているのかを知るた嶺に，アとケ［ト

調査を実施した。そQ絹果， 父の年齢・学歴。・職菜等，

父親の社会的条件オ㍉子ξもの性別 ・ 出性順位より．も・

父親の子ども観・育児の実践・父親としての自己像。自

分の父親の人柄のとらえ方に影響を及ぼしてヤ）るこ之が

わ牟つ卑。 1ン
　今回は，調査票の自由記述欄に述べられた・傘親の意

見，気持等を分析した結果について報告する。

　われわれは，父親に関する実態調査が極めて少なヤ現

状において，今後どのよう な点に焦点をあわせてい・くべ

きかを見出すべく，それらをま一とめた。

　なお，調査対象者は，神奈川県下の幼児を持つ父親

853名で，回答者数は675名 ，・ 収率79、1％であづた。

＝1また自由記述欄に記入した父親は91名でf全体の13．5％

であった。

∬　結果と考察

　自由記述欄に述べられた意見や気持等ぽ，・われ診れが

1予め準備したいくっかの選択肢を選ぶだけでは衷現され

ない，父親の「生」の声が表わされておリヂ父親の実態

を知る手がかりとして貴重であった。！しかしな湛ら，自

由記述欄の回答は，件数洋少ないため，統計上の処理は

行なっていな恥。従って有意差等準ついて述ボることは

．で鳶ず∫大まかな傾向を読みとるにとどめるo

　，まず， 意見全体を網羅するために分類してみる と乏三

．1つ伶分野に分嫡ること渾でぎる。1すなわわ，Q傘親分あ

』：り方艦》？いで，1、 ⑧し？けの方法にっヤ・て∫③子どち観に

∫？腿て，であ渇φ各々り分野におゆる主な意見を羅列

恥ま とめる・と次㊨通軌である。　（但レ，原文通りでは

ないo）

　1．，憲見の機観 』　・．』、、　｝・

　A父親のあり方
（1）　信頼される父親であ為こ「とを願う1ぴ…13名　（14，3

％）　　　 　’い1、…

9 も1づと話し合5チャγ迭を作り，信頼される親であ

　りたいo
　・父子関係は，成人してから相談相手≧ してどう対応

　できるかが決まる。そrれまでは信頼関係を作る6、

　「りひいざと恥．う、時・西・てよかったと・思われる存在であり

　たいo

　・お父さ々峠やさレ隔がこ：わ至とのことb、まあまあと

　自負してい為oン、、

（2）子どもと仲のよい関係を願う。兜一r∵12名．（134％）

，∫、・、でき為だけ畢直に接したい。 ．弱点ジ欠点も知ら，しめ

　てこそ人問関係。

　夕冊ども硲かえって「緒に遊ぶ。年齢を下げて行勤を

　理解するム

　咳禁は父ド子に子，』されど仲よぎg

　・休日には，でぎるだけ父子で話し南う？

　鴨よき父よき友として，会える一瞬を大切にしたい。

　・共に遊び学んで，子と共に父親も成長しなけ淑まな

　らない。・r

　』腎子どもの小さな変化もみておかな㌧♪と箒が合わなく

　なるo

（3） 子どもの自主性を尊重したい。・隻…一4名蚕4・3％）

　・子どもの自主性を重んじ，自分は助言者としで応援

　したい。　

　・子どもゆ自主性を養うため，できるだげのびのびさ

　せたい。

　・ 子どもの成長を見守りたい。
（4） 子どもに封して厳しくありたレ》と願う。：一5 名♪、（6，

　6％）

　 ・厳．しヤ・存在と思われることが軽要。r目置塑齢ゐ権

一53・ 』
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　威を持ちたい。

　　・メリハリのきいた厳しさが必要。必要なことは教え

　　るo

　　　　　　　
メ　　　

（5）子どもに範を示した“。IJ……』・巌0名（11∫／0宕）”』

　　・男のやさしさ・思いやりの見本を精一杯みせたい。

　　・仕事をする姿から学んでもらいたい。

　　・母親のセぎないことを教えたり経験させだりして，

　範を示しているo

　　・よき模倣の対象として行動している。

　　・子どもについてこさせている。

　　袖づ歳なので1 もう男として接し宅いるポ子どもと し

　ての教育は3歳まで。

　　・子どもと遊ぶなかで，人間性のおお『ら・か’さ，厳し

　さ，こわさを教えたい。

　　・スポ」ツを教え，体力をづけ七尋わ、た㌧も∵　

（6〉迷い・反雀など…一…一……』・17名（18．㌘％）

　　5昔な演らめしっげをしているが〆よその子と一しつけ

　法が異なるので迷う。

　　・どφ程度ま踏午渉すべきか迷う」 r‘

』い∵r
　　・じうけめ方法がむつかししも

　 ・子どもが成長すおにつれで』 将来ガヒと渉木安，説

　得力に欠けるので。

　　・仕事をずる姿を子どむに見せられなくそ残念。’

　・子どもと接する時間が少ないので， 甘やかしがちに

　なる己注意レだい。≒

　。子ど壱老接する時間が少濠らめセ， 真め以心伝心が

　育たない。
　一・・母親差多之綾う一惹の」嬬1：毎親に疹つくのが戎念レ寂

　しいo

　・甘野と思うがジ 寮わいい添わ“し｛女の子も今ふらお

　嫁にやりたぐな“と、恵う乙　
一

　いこのブソケ←1ドがきみ旗げで1交芋蘭係kづいて考
ンrr一 直した“。；丁∵：つ二』rr』r1 　’　r1 r・・r

ρ炉姫一1””lr－1・1・一∵・r！二∵……一7名（”％）

　冠』経済的不安を与乏なし・ととが第」♂そのために忙し

　いのだとわからせたい。

動穿塘鯵蜘φら　‘なこ螂

　・もう年長なので，一緒に遊ぶ時間は不要。

　帰子ぞもと掃緒に出疹けたりしないので，かおいそう

　だが，休日には休みたい。

　●，興弟力拠｝9で落郷聯φ一痙な為腿仕方
　・がな“が幣害む多“げ第主者が父親のあり方を子ども

　に教える必要がある。

　ゴ父親よづも外部ゐ指遺者6影響を受ゆるのセ，その

　　人達に厳しさを望む。　　　　　　 イ1訳11y ㌧・』．．

　　・子どもの成長を楽しみに働いている。

　　阜西？け嫡法∵……’”’i”’一・5名（肪％）

　　牝体罰や厳うびより31 ξとあ為ごとに注意することが

　　しつけには大切だ。

　　・よいことはどんどんほめる。

　㍗気付いたことは，母親を通して注意する。

　　・「だんらん」の時，父親が話をまとあるようにして

　　いるo

　　・家の中を明るく保つことが大切。

　　C．子ども観

　（1）子どもに対する望みを述べたもの・岨0名 （11，0％）

　　・外で遊べ，皆と遊べが口ぐせ。

　　・皆から培かれぢ疹わいい女め子でいてほしかが1

　　・心豊かな子どもであらて匠 しいol　 　』∵℃二

　　・明るく素直に育ってほしいo

　㌔健康であればよい。 　　　　’

　　づ判断力めある子どむであらてほ しいo
　　・相手の立場を考えズ行動でぎる ようばならてr巌：し

・いち 　　　　　　　　　　　　　　　　”ゴ

　 ・強く，人蘭らしいやさしさを身にづけ七憾しいび

（2）子どもの現状を述べたもの………・1・10名1（工LO％）

・・ 。前向ぎだd

　　・乗恥 』二零 」』警』1∴ 「1環
　　。』気楽だ。　 　一…　　　 』・一・一 ・』11・』乱1・「1て：

　　・言葉使いが悪い。あいさつを し漆いき 』・』、「・i．．、．．、

　　・今の子どもは弱すぎるしCド．1・）『一一』1“二ど，：』翼

　1し甘えが多いひ’』　　』 ．ぺ．』’r∵r ：．．を三罫

　』 り物を大切にずるといづ観念がうすい。1 ．ゴ蓉ε篤

　写今の子どもは父親と過ごす日には匠お金を使ぢて出

　かけることを楽しみにしている。　、　　 一欧 ン

　　。最近の子どもは父親をこわがらない合

　以上の分類に基づいて，父親の人柄との関違を表わし

たのが，表1，表2である。婁1に示したように，自由

r記述者のちち大卒者1泉36名で， ヒれほ＄9，・6％を占め｝ア

ソゲート回答者全体め大卒者銘， 5％に比べると1”高学歴

め父親φ向答淋多い。 　』．・ ・∫バ　　山、1
、

　峠も記埣璽多かった丁父親めあり方」忙しづ㌧ζてデ全体

∫的にみると， 子どもに厳むく臨むより董ダ 僧頼ざれ仲め

・よい関係を望み， 実践し七 ㌧・る：父親め方渉多いぴ これは

第1報で報告したr父親の』自己像ゴkういてめ結果と 亀
『一 ずるぷ父親の年齢が20代め場合には1「父ワ親めあり

方」 把迷いや反省を述べた者と野宿旗ざ癌畜ビと壱望む

者と が多い。40代匿なるとチイ中あよる《薗療を望む者力訂多

・い6との若い世栂に迷“亭反省が多し・慎向ほ』単に経験

・山 4一
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表1』 自1由記述欄回答内容と父親の社会的条件及び子どもの性別

　年　齢　　学　　歴　　購　業子どもの性別

痴蘇評翻蘇卒潔醗墾亟亟
計91

自由記述欄回答者全体』
7 ・72 11・ ・116 38 5 36．
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衷2　白由記述意見の内容と自分の父親の入柄
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〕が少ないためなのか，若い世代に特有な現象であるのか

は不明である己翫　　　 　甲、』　 一　』一

学歴別kみると， 大学卒の父親は，．全体の傾向と同様

に，’ いや反省を述べた り，一 頼ざれる父親， 仲のよい

欄係を望ん旭・る者が多いのであるが，’他の学歴の者準

1比べる』と厳しくありたいと願っている者も多㌧～傾向がみ

られる。

』
』職業別では，』技能系の職業の者は俗頼される父親を望

一む者が多ぐ，r事務系の父親はゲ迷いや反省を述べている

　　　　　　　　・∴『，勲鱗回髄り

者がやや多硲傾向がある。二』「、
．．

　子どもが男児の場合・メ親に「篤を示す」．傾向が強

く，難迷い被都争嚇、舜ありジ子昂轡のよ

い蘇を勤畑硝轡み唖る61亥卿那に嘘
頼される父親を顧いヂ厳しくあウ 塵V｝≧題々て）・る者が

多い。第1報ばおい七報告したようにヂ父緯り子ども観

1には雌差によ砿甑違噂認めら紘か舜のであ
るが，今回の結果は，r父親のあり方」にほ1ゼ子どもの

性別によって違いのあることを示唆していると言えよ

一き55一
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衰3　父子問の距離のおき方

父
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く

そ
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他

・主．1なr 　見　内　容

・できおだけ多く6時間ヲ子ぎもと接ジ
　するo

6親子で対誘ができるように努力，ま「 1

　たその雰囲薫を作りたい。
・一 に魚つり，．自転寧乗りなどして．
　遊んでいる。
つ友だちでありたい。もっと親しくな1
　りたし㍉o　”　　　　二
・共にあそぴ，共に学びたい。
・共に譜りあそび，権威をうえづけた
　いo
・子どもの レベルにあわせて 行動しジ1
　理解しよう としている。r一
。ら緒に，朝・夕食をとるようにして
　いるo

づ気がついたことは・その都度洋意ち
　るo
・母親Φできないことを手本として示
　したいo倶し無理強いはしないo
。スボーツを教え，体力をつけさせた、
　いo　　　 　　「’

・い ざという時，子どもの椙談相手に
　なるo逃げないo
・よき親1よき先生，よき友として見
　守る6
．・ どもの自主性を重んじて，・ 助言者∫，1

　でありたい。’ 　ド・1、～き〆ヲ、凶
働く姿から学んでもらいたしλ。 職揚㌧
一をみせたいo
。よ意模倣の対象として努力しているo・
6頼りない態度はみせない0　5 r　l，

。子どもに》ついてこさせるo乏
。父親が話をまとめられ勇ように家族．
　が協力すべきであるo
・ごわい2厳しい存在と思わせるo
・→目おかれる存在であウたい6　　凪
。r緒に遊ぶ時間必要なしo子ξもと，，
　同等にな『るのは弊害があるo・’
・毎圓顔を合わせているので，特別に
　することはない。

・子どもと接する時間が木足。”
6接する時問力1少いので，つい甘やか
　すo
兜整籍ざくとヘソを曲ザるゆどで二

。子どもと共に成長しなければならな1

　いo
。模倣の対象者とrして資任ある言動が「
　必要だカ㍉　意に反対すること多しo
吏二 ㊨アソケートを機に，父子開係に
　ついて考え直したo
。母親になつくのでさみしい。
・子どもを理解する・こと，しつけヲ子・’
、育ては難しいo

。自慢すべきものがなぐ，・良り・1手本を』・

　みせてやれなくて申しわけな、し、o』．．
ら子ども が大きなるにつれて不安o
i どこま・で干渉すべきか迷 う’b勺、

、

2讐燧撃闘欝礫欝レ曾を
隻第三者力㍉父現りあ、り1‡rを蓼：える必1要
、ありo

・父親は経済的不安を与えないごとが
第一。

lN

25

24

！

24

％

34．2

32．9

32．9

』う5女児に対して厳しぐあウ たし・と願う㊨に，現在り甘

　さに対する反省とも受けとられるが，推諭の域を出ず，

　今後調査を要する点である。

　　表12より・「匁親めあり方」を自分の父親の人柄とめ関

　係について検討してみた。自分の父親の人柄．岸pいて

は汀印舞し」ひと回答し緒、鮮、殉が・アソヶ』

　ト回答者全体（1多．1％）年比タる≧争辱現在，子ども

　と仲よくし牽いと願ってヤ＞る蓼親を審！』月分の父親ほ丁厳

　しからた』と回答している者塑多曳》。』こ塵は自分璽父親

　に対する反動を示しているように思えるが，裂づける資

　料はないo自分の父親が「優しかった」と回答した父親

　で，自分は厳しくありたいと願づている者は皆無であ

　り，「父親のあり 方」に対する迷いφ反省を述べている

静多い・げ群しても・．師の糊の岬をいかに
　とらえでいるか・ということ，1自分はいかなる父親であう

　たいかということとはガ 何らかの関係があるものと思わ

　れるが，、今回の結果だけでは，明確な結論を得ることは

　できなヤ・。。今回得られ塵傾噌を基に，今後の課題とレて

、柔り綿密な調査を行う必要がある。一

　　竃　父子間の距離のおき方

　， 中根2》を審汀一般に権啄が形成されるためには，権威者

と繊に服する和間吋一定の騨が必要砺る」と言

ってヤ’る・今回叩蜥述灘述べ師擁見塑ち・
一r父親のあ身方」についてもザ雌し、菜あ塑たいや，一優し

く励たいかとい瑚点とは別脇1鴛騨距離碑と
　うとしているかどうかの観点からも着父親像をみうこと

がでぎる。つまり，、父親から子ども昏積極的に働きかけ

て，探近しょうとしている者と，子どもを避けてめるわ

けでにないが，父親の方から働きかけるξとはせず，子

ども参方から来れ嘆それを受サ≧．め摂も爾のピ平生は父

子問に一定の距離を保っている者である。 この観点に立

って∫・自由記述欄め意見を驚とめると表3の漢 、う』ドな

う。表 3からわかるように・父子間においてヒ父親から

子どもに接近しようとしている者がy3，両者間に距離を

おこうとする者が1〆3，残りV3のは反省や迷い1不安など

の他に，他者に対する注文，父親の役割についての意見

や心椴を述べたものであるo・このうちil父子間に距離を

保とうとする態度こそ，母親のあり方と根本的に異なる

点であろう。風間勉ち 小学生⑱獅を対象とレた調葺で

　r父親が母親のタィ．プに似て来て密著型に蛮づ鴎きで炉

’る」 と指摘しているが玩 この』「密着■と恥う表現影ゼ、禁

子間の距離がなくなづて来ているこ・ とを表わレて1いる1と

1いえよう。　　　　　　　　　　　　　　・，、1、

　　「父子間の距離のおき方」』と父親の社会的条件，子ど

もの埋別，r 自分の父親め人柄どめ関連を表4，衷5に示

一』 6一
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表4　父子間の距離のおき方と父親の社会的条伜及び子どもの性別

1轟議i藷麟誌卒歳榛魂あ鵜i計
lll・　1ゴ 1旭　iし I　　l　　l 1魁　IIホ 1ホ 隅　Il　　I　　』　　』1

子rどもに接近する・　　　2　’18　　5　　0・　2
離 を　お　く 　r’0』12L　3　0　0

　　の　　他　　4、乳8
一2 、0　1

12
2乙8　1　f工

　2　12 1　　1
　　1　11　2　　2

9　　　0　　ユ5　　ユO／ 、0、　、25

計　　i祠・・「ql3 3・15国411425卜・14213・1・i173

表5　父子間の距離とおき方自分の父親の人柄の関係

鮒騰轄欝聡零纏董紳断の申
子どもに接近する　　7　　5　　5　　0　　0

距離をおく　6　4　1　2　0

その他64000
2　　2　　0　　0　　5　　2　　0

5　0　0　0 8　3　0

計 1・g国612い回2い・123国・

28
27
26

81

している。表4からわかるように，父子間に距離をおこ

うとする父親ば，20代には皆無であり，大卒，都務系の

父親，及び子どもが女児の揚合に多い傾向がみられる。

また表5から，子どもに接近しようとする者は、自分の

父親の人柄を「頼もしかった」と捉えていた者が多いこ

とがわかるo

　中根が言うように，権威が形成されるために，権威者

と権威に服する者の間に一定の距離が必要であるとして

も，今回の調査結果に表われたr距離をおく』傾向が，

そのまま権威の形式と直接結びついているかどうかは不
明である。しかし，’ 子間の距離に対する認識と実際を

明らかにすることカ｛，一般によく冒われるように「最近　

の父親は権威がなくなった」かどうかを知るための重要

なボイソトになると思われる。この点についても，今後

明らかにするための調査が必要である。

　父子間に距離をおこうとする場合，子どもに優しくあ

りたいか，厳しくありたいかとは，直接関係がないよう

である。子どもに優しくありたいか，厳しくありたいか

という尺度と・父子間に距離を挙こうとする尺度とが・

いかなる関係にあるのかについても・今後明らかにして

行かなければならない。

皿　結論

　アソケート調査の自由記述欄に述べられた。91名の父

親の意見，気持から，選択肢を選んでもらうだけでは得

られない「生」の声を知ることがでぎた。それらは「父

親のあり方」について述ぺられたものが大部分を占めて

　　　　　　　　　　　注）重複回答あり

いたが，現在幼児をもつ父親は，厳しい存在であるより

も，信頼され仲のよい存在であることを願っている者が

多いことがわかった。また，父親としての反省や迷い・

不愛などを述べた意見も多かっ牟が，それらは20代，30

代及び事務系の職業の者，子どもが男児の揚合に特に多

い傾向がみられた。子どもと仲よくしたいと願うている

者は，自分の父親は「厳しかった」と捉えている者が多

いようであったo　「父親のあり方」には子どもの性別に

よって違いがみられたo

　「父子間の距離のおぎ方」については①父親から子ど

もに接近しようとする者，②父子間に距灘をおこうとす

る者，③その他，父子間の距離のおき方については不

明，の3タイブがあることがわかった。特に父子間に距

離をおこうとする者は・20代の父親にはなく・大卒考や

富務系の職業の者に多かったが，この距離をおこうとす

る態度は，母親のそれと大いに異なる点であり，今後衆

親像を調査する上で，権威の形成との関連において重要

なポイソトになると思乏〉れるる

　今回の調査結果より，今後に残された課題は，次のよ

うな事柄である。

1）　父子問の距離のおき方について・現在の父親たち

　はどのように認識し実践しているのか。またそれに関

　連して権威に？いてはどのように考えているのか。

2）　父親たちは，どのような父親であることを願って

　いるのか，また実際はどうかoさらに，自分の父親の

　人柄を，自分自身の父親とめ関連において・どのよう

　に捉えているのか0

3）　父親たちば，父親の役割を果すことに自信をもっ
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　ているのか，あるいは不安や迷喝・の方が多いのか。 り二

4）上記伶劇丙臨 馨親の社会甲条件，子どもの条件単

よっ磯が轄るの細㌧、
惚二ぐ

これら廊柄にっ虞』繍わ漁馳ヤヒ1アソヶ一ト

調螢師嬉現卸父雛を外ずづ男うかにして
行く 予定である。 』ご　、　　　l　l二 l　l
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